
定例公安委員会の開催状況について

令和４年６月23日（木）に、第18回山形県公安委員会定例会を開催し、議事の概要は

次のとおりでした。

１ 「特殊詐欺被害防止書道コンクール」の開催について

県民の各層に特殊詐欺の手口や被害防止対策の浸透を図り、特殊詐欺に対する防犯

力を高めることを趣旨として企画開催する「特殊詐欺被害防止書道コンクール」につ

いて報告があった。

委員のコメント

○ 多くの県民が参加できる取組で、特に若い世代への啓発が期待できる。優秀作

品の展示も防犯力向上に効果的である。

○ 目新しい取組であり、県民の関心も高まることが期待できる。

○ 個人の部や団体の部における課題が年代に応じて設定されており、的確である。

報道機関等にも協力を依頼するなどして効果的にＰＲし、多くの県民に知らせて

被害防止につなげてほしい。

２ 幹線道路における交通事故防止対策について

本格的な行楽シーズンを迎えるに当たり実施される、幹線道路における交通事故防

止対策について報告があった。

委員のコメント

○ コロナ情勢や国の旅行関係施策により、県外からの旅行客などを中心に、交通

量が増えることが予想される。徹底的な交通指導取締りにより交通事故防止に努

めてほしい。

○ 県民はもちろん、他県から県内に入ってくる車両運転手に対して、運転に緊張

感を持たせるよう、警察官の姿を見せる積極的な取締りを徹底してほしい。

○ 幹線道路を中心に交通量の増加が危惧される。警察職員の健康管理に留意しな

がら、徹底した交通取締りによる交通事故防止に配意してほしい。


